アラブ地域の定期刊行物が構築するネットワークと東南アジアのムスリムの仲介者 : カイロの雑誌『ファトフ』を事例として by 山口 元樹 et al.
－  120  －－  121  －
はじめに
　　
　
近代西洋において発展した科学技術の中でも、印刷は、
蒸気機関と並んで、一九世紀以降の世界的な規模でのコミュニケーションの深化を促進したものとして着目される［Feener 2010; Gelvin and Green 2014 ］（１）。イスラーム世界に
おいて特に注目すべきな は、ムスリムの共通語であるアラビア語を用い、その中心に位置するアラブ地域で発行さ
れた定期刊行物（新聞・雑誌）が、地域を超え幅広い読者を獲得したことであ
る（２）
。本稿は、エジプトのカイロで発行
された『ファトフ
al-Fatḥ 』 （一九二六～一九四八）を取り
上げ、アラブ地域の定期刊行物が東南アジアとの間に構築したネットワークについて検討していく。　
東南アジアに流入したアラブ地域の定期刊行物としてこ
れまでの研究で取り上げられてきたのは、ほぼ『マナールal-M
anār 』 （一八九八～一九四〇）に限られてきた。この
　
論文
　
アラブ地域の定期刊行物が構築するネットワークと
　　
東南アジアのムスリムの仲介者
　　
―カイロの雑誌『ファトフ』を事例として―
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雑誌はイスラーム改革主義運動の著名な思想家、 ラシード・リダー
M
uḥam
m
ad R
ashīd R
iḍā （一八六五～一九三五）に
よってエジプトのカイロで発行され、 「モロッコからジャワに至るまで」広範な地域で読者を得たことで知られる［Gibb 1953, p. 178 ］ 。従来の研究としてあげられるの
は、まず、この雑誌に掲載された東南アジア関係の記事の概要を紹介したものである［
B
luhm
 1982; A
baza 1998 ］（３）。
ブルハヌディンは、それらの記事 中でも、東南 ジアのムスリムの質問に応じてこの雑誌で発表されたファトワー（
fatw
ā ）に着目し、その質問者や質問内容を分析し
た［
B
urhanudin2005 ］（４）。さらに、 『マナール』は、東南ア
ジアのイスラーム系定期刊行物の嚆矢 あるシンガポールの『イマーム
al-Im
am
』や西スマトラのパダンの『ムニー
ル
al-M
unir 』のモデルとなったと論じられる［
B
luhm
-W
arn 
1997; A
zra 1999 ］（５）。
　
だが、 『マナール』以外にも、多くのアラブ地域の定期
刊行物が東南アジアのムスリ の間で読まれてい ことは見過ごされてきた。特にインドネシア イスラーム研究では、近代におけるアラブ地域から 影響が、リダーと彼師ムハンマド・アブドゥフ
M
uḥam
m
ad ʻA
bduh （一八四九
～一九〇五）に漠然と結びつけられてきたと指摘されている［Laffan 2003, p.9 ］ 。ラッファンは、近代においてアラ
ブ地域のムスリムが抱いていた東南アジア像の変遷を論じる中で、 『ファトフ』など『マナール』以外のアラブ地域の定期刊行物も取り上げている［
Laffan 2007 ］ 。しかし、
この研究が依拠したライデン大学所蔵のオランダ人東洋学者スヌック・フルフローニェ
C. Snouck Hurgronje の定期
刊行物コレクションは、ラッファ が主張するような網羅的なものではない。　
分析の対象が限られていては、アラブ地域の定期刊行物
が東南アジア 間に構築したネットワークの実態につ て一般化した議論はできない。アラブ地域の定期刊行物が東南アジアに流入したこと よって、両地域の間のコミュニケーション 緊密化 間違いないだろう。だが、アラブ地域の定期刊行物が構築したネットワークに参加し、両地域の間のコミュニケーションを実際に担っていたのは、東南アジ ムスリムの中でもど よう 人々だったのであろうか。　
以上に基づき、本稿は、東南アジアで広く読まれていた
ことが確認 きる『ファトフ』について じ
る（６）
。本稿が着
目するのは、この雑誌における東南アジ ムスリム 執筆者や東南アジアの記事に関する情報源である。こ 東南アジアのムスリムという場合、アラブ地域から 移住者や東南アジア出身であるがアラブ に滞在して 者
・
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移住した者も含むことにする。 『ファトフ』を『マナール』と比較しながら検討することで、アラブ地域の定期刊行物が構築したネットワークにおいて、両地域の仲介者としての役割を果た た東南アジアのムスリムについて明らかにした
い（７）
。
一
　
アラブ地域の定期刊行物と東南アジア
　『ファトフ』と東南アジアについて論じる前に、以下ではまず、アラブ地域の定期刊行物が東南アジ に流入していく過程について、 『マナール』を中心に概観していく。ここで 特に 東南アジア ムスリムの中でどのような人々がそれらの定期刊行物に記事を執筆 てい かという点について検討したい。アラブ地域の定期刊行物の流入の始まり　アラブ地域で定期刊行物が社会に普及するのは一九世
紀後半のことである。それらの定期間刊行物は、早くも一九世紀末には、東南アジアでも読まれるよう なっていた（８）
。東南アジアのムスリムの中でアラブ地域の定期刊行物
に最初に関心を示したのは、シンガポールやインドネシア（一九四二年まではオランダ領東インド）に住むアラブ人
であった。東南アジアに少数ながら居住するアラブ人の大部分は、ハドラミー（
Ḥ
aḍram
ī ） 、すなわちアラビア半島
南部にあるハド マウト地方（現イエメン共和国）からの移住者とその子孫である。ハドラマウトから東南アジアへの移民の流れは、スエズ運河の開通後、一九世紀後半にインド洋の海上交通に蒸気船が導入されて以降、著しく増加した［
Berg 1886, p. 105 ］ 。二〇世紀初頭には、シンガポー
ルに約九〇〇人、インドネシアに約二万八〇〇〇人のアラブ人が居住していたと見積もられる［
Ingram
s 1936, p. 
146; Volkstelling 1930, p.48 ］ 。
　
一九世紀末にインドネシアのアラブ人コミュニティを
調査したファン・デン・ベルフ
L. W
. C. van den B
erg
によ
れば、彼らは、海外（アラブ地域以外も含む）で発行された多数のアラビア語定期刊行物を購読していた。その主なものとして、イスタ ブル発行 『ジャワーイブ
al-
Jaw
āʼib 』 、ベイルート発行の『サマラート・アル
 =  フヌー
ン
T
ham
arāt al-Funūn 』 、 パリ発行の『ウルワ・ウスカー（固
き絆）
al-ʻU
rw
a al-W
uthqā 』など一〇誌／紙の名前があげ
られている。これら うち、 『ウルワ・ウスカー』は、アブドゥフと彼の師ジャマールッディーン・ア
 =  アフガー
ニー
Jam
āl al-D
īn al-A
fghānī （一八三八／三九～一八九七）
によって編集・発行された。この雑誌は、欧米列強による
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植民地支配下に置かれていた様々な地域のイスラーム運動やナショナリズム運動に多大な刺激を与えたことで知られる［Berg 1886, p. 174 note1 ］ 。
　
東南アジアのアラブ系住民たちは、遅くとも一八九〇
年代にはこれらの定期刊行物に寄稿を始めている［
Laffan 
2007, pp. 698-704 ］ 。最初期の寄稿者の一人は、サイフッ
ディーン・アル
 =  ヤマニー
Sayf al-D
īn al-Yam
anī という人
物である。これは、 シンガポールに住んでいたムハンマド・ビン・アキ ル ビン・ヤフヤー
M
uḥam
m
ad bin ʻA
qīl bin 
Yaḥyā （一八六三～一九三一）の筆名だと考えられてい
る［Laffan 2007, p. 688 ］ 。ビン・アキールは、ハドラミー
の中でもアラウィー
ʻA
law
ī 、もしくはバーアラウィー
B
ā 
ʻA
law
ī と呼ばれる預言者ムハンマドの子孫の一族である。
アラウィーたちは、高貴な血統によって東南アジアの現地ムスリム社会において高い敬意を受け、伝統的な宗教勢力と強い結びつきを持っていた。その一方、彼らの中にはムスリム社会の改革 必要性を早くから認識する者も多く、定期刊行物の発行やイスラーム教育の近代化とい たイスラーム改革主義運動で大きな役割 果たした。 ビン・アキールは、前述のシンガポール発行のイス ーム系定期刊行物『イマーム』の発行に参加している［
A
zra 1999, p. 149 ］ 。
　
一八九六年、サイフッディーンは、カイロの日刊紙『ム
アイヤド
al-M
uʼayyad 』にインドネシアにおけるオランダ
の圧政を批判する論説を発表した。彼はその後も、アチェ戦争などスマトラの状況やアチェとオスマン帝国の歴史的な関係、インドネシアのムスリム全般に関する論説を『ムアイヤド』に送っている［
Laffan 2007, pp. 698-699 ］ 。同
紙には、インドネシアのバタヴィアに住むアラウィーの有力者、 リー・ビン・アフマド・ビン・シハーブ
ʻA
lī bin 
A
ḥm
ad bin Shihāb （一八六五／六六～一九四五）もしばし
ば投稿し
た（９）
。 『ムアイヤド』は、イギリス占領下エジプト
における有 なナショナリスト系定期刊行物であり、リー・ユースフ
ʻA
lī Yūsuf （一八六三～一九一三）によっ
て一八八九年に創刊され
た
）（1
（
。東南アジアのアラブ系住民が
しばしば寄稿していたことから この新聞がイス ーム世界における国際紙としての側面も持っていたことがうかがえる。　『マナール』と東南アジア　『マナール』には、この雑誌が創刊された一八九八年に東南アジアのムスリムによるものと考えられる最初の記事が掲載されてい
る
）（（
（
。 その記事では、 「ジャワのムスリムたち」
がオスマン帝国の国籍の取得を望んでいるがオランダがそれを拒んでいること、在インドネシアのオスマン帝国領事
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が親オスマン帝国の宣伝を広めているとしてオランダが召還を求めていることが報じられている。この記事は匿名であるが、東南アジアのアラブ系住民が執筆した可能性が高い。なぜなら、 「 ャワのムスリム」のうちオスマン帝国の国籍を得ようとしていた は、主にアラブ系住民だったからである。オランダ統治下のインドネシアで、アラブ人は華人らとともに「外来東洋人（
V
reem
de O
osterlingen ） 」
に分類され、居住・移動に制限が課されるなど、法律や社会制度においてヨーロッパ人よりも下の地位に置かれていた。アラブ系住民はそのような待遇に不満を抱き、インドネシアで法的にヨーロッパ人として扱われたオスマン帝国の国籍の獲得を目指した［弘末
　
二〇〇四、 一八二―
一八三頁］　『マナール』には、一九四〇年までに東南アジア関係の記事が 五〇件以上掲載されており 地域的にはインドネシアに関するものが多い。それらの記事は、出来事や事件を伝える報道記事、議論や主張を提示する論説記事、そしてファトワーに大別できる。ファトワーがその大部分の一三〇件以上を占める一方、東南 ジアで起きた出来事を伝える報道記事は数件に過ぎな
い
）（1
（
。東南アジアのムスリム
がファトワー 求めた問題は、ヨーロッパ起源の服装や慣習、近代の科学技術によって生み出され 新たな機器、東
南アジアの伝統的な社会・宗教慣行やイスラーム指導者の在り方などについてである。 論説記事 報道記事としては、オランダによるインドネシアでの圧政を批判したり、東南アジア社会の後進的な状況の要因を論じるもの、東南アジアにおけるイスラーム教育などの改革運動について伝えるものがあげられ
る
）（1
（
。
　
それでは、東南アジアのムスリムの中でどのような人々
が、 『マナール』に記事を執筆したのであろうか。執筆者が匿名のものやイニシャルしか書かれて ないもの、執筆者の名前が判明しても経歴が明らかにならないものも少なくない 、二つのグル プからの寄稿が目立っている。そのひとつは東南アジア ラブ系住民であり、もうひとつがマッカやカイロなどアラブ地域に留学中もしくは留学経験のある現地ムスリムであ
る
）（1
（
。
　
前述のシンガポールのアラブ人、ムハンマド・ビン・ア
キールは、 『マナール』と緊密な関係を持っていた。彼よる最初の寄稿は、インドネシアにおけるオランダ 抑圧に対抗する手段を講じた一八九九年の論説だと考えられる
）（1
（
。もっとも、ビン・アキールは、 『マナール』の中でし
ばしば名前が言及されるも の彼が執筆した記事自体は少な
い
）（1
（
。むしろ、彼と『マナール』の関係において重視され
るのは、東南アジア全域においてこ 雑誌 流通を担った
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ことである［
B
luhm
-W
arn 1997, p. 297 ］ 。ビン・アキール
が亡くなった際『マナール』に掲載された追悼文の中で、リダーは、 「彼は、シンガポール、ジャワその他のインドネシアの島々でそれ（ 『マナール』 ）を広めるように配慮した。親愛の念と書簡のやりとりが、力強く、情熱をもって我々の間を結んでいた」と記してい
る
）（1
（
。
　『マナール』に頻繁に寄稿した東南アジアのアラブ系住民としては、ムハンマド・ビン・ハー ム
M
uḥam
m
ad bin 
H
āshim
 bin Ṭāhir （一八八二～一九六〇）があげられる。
ビン・ハーシム ビン・ キール 同じくアラウィーであり、ハドラマウトで生まれ一九〇七年にインドネシアに移り住んだ。彼はスマ ラのパレンバン ムナッワル学院M
adrasat al-M
unaw
w
ar
というマドラサ （
m
adrasa ） を開き、
一九一四年にはアラビア語とムラユ語の二言語を用いた雑誌『バシール
al-B
ashīr 』を創刊した。ここでいうマドラ
サとは、二〇世紀 入り、東南アジアで開設されるようになった、学校制度を取り入れ非宗教科目も教える近代的なイスラーム教育機関のことである。一九一五年、 ビ ・ハーシムはバタヴィアのアラブ人団体ジャムイーヤト・ハイルJam
‘īyat K
hayr （ 「慈善協会」の意）に招かれ、この団体の
マドラサの教師となった。彼はその後、プカロンガン育団体シャマーイル・アル
 =  フダー
Sham
āʼil al-H
udā
とス
ラバヤのハドラマウト・スホール
H
adram
aut School の設
立で主導的な役割を果たし、それらのマドラサでも教鞭を執った。さらに、 スラバヤでは、 アラビア語定期刊行物『ハドラマウト
Ḥ
aḍram
aw
t 』の編集に一九二〇年代半ばまで
携わっ
た
）（1
（
。
　
ビン・ハーシムによる『マナール』への寄稿は一九一〇
年前後に集中している。彼が最初に執筆したのは、一九〇七年に掲載され ムウジザ（
m
uʻjiza,  預言者にあら
われる奇蹟） 関するファ ワーの要求であ
る
）（1
（
。後に彼
は、地球の自転と公転、映画、電報といった科学的な知識や技術に関する質問もリダーに送ってい
る
）11
（
。ビン・ハーシ
ムは、 『マナール』の掲げるイスラー 改革主義の理念の熱心な賛同者であり、 一九〇八年には『マナール』を称え、その敵対者たちを激しく批判する論説を執筆し
た
）1（
（
。また、
一九一一年には、パレンバンにおけるイスラーム教育 近代化の試みを『マナール』で報告してい
る
）11
（
。その記事でも、
『マナール』が東南アジアにおけるイスラーム教育の改革の動きに多大な刺激を及ぼしたとする見解が述べられている。　『マナール』に頻繁に寄稿した東南アジアのムスリムのもう一つのグループが、アラブ地域への留学生・留学経験者である。ハドラマウトから東南アジアへの移民と同じよ
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うに、東南アジアからアラブ地域に向かう留学生も、インド洋における蒸気船交通の発達によってその数が大幅に増加した［
Laffan 2003, pp. 47-50 ］ 。東南アジア出身者はア
ラブ地域で、 「ジャーウィー（
Jāw
ī ） 」 、もしくは「ジャー
ワ（
Jāw
a ） 」と総称された。イスラーム諸学を攻究しよう
とするジャーワのムスリムの遊学先は、一九世紀末までは主にマッカであった。二〇世紀に入ると、エジプトのカイロに向かう者の数も徐々 増え始め、一九二五年には二〇〇名以上が滞在していたと見積もられ ［
R
off 1970, 
pp. 73-74 ］ 。カイロが東南アジアの学生を引き付けるよう
になった理由としては、彼らがアラブ地域の政治運動に大きな関心を持っていたことやカイロがアラブ地域における近代的な教育・出版活動の中心地であっ ことがあげられる［
R
off 1970, p. 74; Feener 2010, p.66 ］ 。カイロには、ス
ンナ派の教育活動の伝統的な拠点であるアズハル
A
zhar
だ
けでなく、ダール・アル
 =  ウルーム
D
ār al-ʻU
lūm
（教員養
成学校） やエジプト大学 （現在のカイロ大学 前身） いった近代的な教育機関も開設されていた。　
マッカとカイロに留学したムハンマド・バスユニ・イ
ムラン
M
uham
m
ad B
asyuni Im
ran （一八八五～一九五三）
は、 『マナール』に最も多くの論考を執筆した東南アジアのムスリムであ
る
）11
（
。バスユニ・イムランは、西ボルネオの
サンバスの宮廷に代々仕えるウラマーの家に生まれた。父親は、同地の最高位の宗教職であるマハラジャ・イマーム（M
aharaja Im
am
）を務めた。彼は父親から初歩的な宗教
教育を受けた後、一七歳の時にマッカに渡り、そこで約五年間学問を修めた。こ 時期 カイロのイス ーム改革主義運動に関心を持ち始めたようであり、一九〇六年にサンバスに戻ると、 『マナール』を購読しリダーと書簡のやり取りをするようになった。一九 〇年、 彼はカイロに赴き、アズハルに加えてリダーが開設していた「宣教と導きの学院
D
ār al-D
aʻw
a w
a-l-Irshād 」でも学ん
だ
）11
（
。カイロには三年
弱滞在し、一九一三 に帰郷すると父親の跡を継いでマハラジャ・イマームの地位に就いた。　
バスユニ・イムランが『マナール』に最初に寄稿したの
は、マッカからサンバスに戻った一九〇八年のことである。彼はその中で、イスラーム おける写真と絵画の規定の違いに関するファトワーをリダー 求め
た
）11
（
。カイロから
帰国した後も、宗教上の規定に関する彼から へ 質問は、 継続的に『マナール』に掲載されてい ［
B
ruinessen 
1992 ］ 。しかし、 『マナール』への彼の寄稿の中で最も有名なのは、リダーを介してレバノン出身のイスラ ム改革主義の思想家シャキーブ・アルスラーン
Shakīb A
rslān
（一八六九～一九四六）に宛てられた質問である。バスユ
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ニ・イムランはイスラーム世界の衰退の要因についてアルスラーンに尋ね、その返答は『マナール』に三回に渡って連載された。その内容は、後にアルスラーン 代表作『なぜムスリムは後進的となり、他の者たちは進歩したのか』として出版
た
）11
（
。
　『マナール』に多く寄稿したのが、東南アジアのアラブ系住民 アラブ地域への留学生・留学経験 であったのは、彼らが高いアラビア語能力を持っていたためだと考えられる。この二つのグループは、いずれも蒸気船 利用がインド洋海上交通を発達させたことによって増加し 。 ただし、ここで注意すべき点は、寄稿者の中に主要なイスラーム団体に属する現地ムスリムの指導者的人物がほとんど見られないということであ
る
）11
（
。彼らの中にもマッカなどアラブ地
域で長期間学んだ者は少なくなく、必ずしもアラビア語能力を欠いていたわけではな
い
）11
（
。つまり、 『マナール』がア
ラブ地 と東南アジアとの間に構築したネットワークでは、東南アジアのムスリム 側ではアラブ系住民や一部留学生・留学経験者が仲介者に特化した役割を担っていたのである。
二
　『ファトフ』のネットワークと東南アジアのムスリム
　
続いて、 『ファトフ』が東南アジアとの間に構築したネッ
トワークについて検討していくことにしたい。まず、この雑誌の概要と東南アジアとの関係について瞥見した後にこの雑誌における東南アジア側の執筆者 情報源について論じることにする。『ファトフ』と東南アジア　『ファトフ』は、 『マナール』とともに一九三〇年代のエジプトにおける代表的なイスラーム系定期刊行物の一つに数えられる［
G
ershoni and Jankow
ski 1995, p.61 ］
）11
（
。この雑
誌は、カイロのサラフィーヤ出版社・書店
D
ār al-M
aṭbaʻa 
al-Salafīya w
a-l-M
aktab-hā
から発行され、 その経営者ムヒッ
ブディーン・アル
 =  ハティーブ
M
uḥibb al-D
īn al-K
haṭīb
（一八八六～一九六九）が主筆を務めた。創刊から二年間はアブドゥルバーキー・スルール・ナイーム
ʻA
bd al-B
āqī 
Surūr N
aʻīm
というアズハルのウラマーが編集を担ったが、
一九二九年に彼が亡くなった後はハティーブが編集も務めた。創刊時 月刊であったがすぐに週刊になり、そ 後一九四〇年代途中から二週間に一回の発行 、最後は再び月刊に戻った［
Jundī 1986, p.6 ］ 。
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ハティーブは、ダマスカスのウラマーの名家に生まれた
イスラーム改革主義の思想家、ジャーナリスト・出版人であ
る
）11
（
。彼はまず故郷のダマスカスで、次いでベイルートと
イスタンブルで、イスラーム諸学とともに法律など非宗教的な学問も学んだ。彼が師事し多大な影響を受けたのは、ダマ カス出身の思想家タ ヒル・アル
 =  ジャザー
イリー
Ṭāhir al-Jazāʼīrī （一八五二～一九二〇）である。ハ
ティーブは一九〇九年にカイロに移ってサラフィーヤ書店M
aktaba al-Salafīya
を開き、一九一二年から暫くの間はリ
ダーのマナ ル書店と共同事業も行っ
た
）1（
（
。 一九一六年に 「ア
ラブの反乱」を起こると、ハティーブは、フサイン・ブン・アリー
Ḥ
usayn ibn ʻA
lī の招きに応じてマッカで定期刊行
物『キブラ
al-Q
ibla 』を編集し、後にダマスクスに移って
『アーシマ
al-ʻĀ
ṣim
a 』の編集にも携わった［
A
yalon 1995, 
pp. 72,83 ］ 。だが、最終的にハティーブはシャリーフ・フ
サインと袂を分かち、彼と敵対していた ブン・サウードIbn Saʻūd
を支持するようになる。彼は一九二〇年にカイ
ロに戻り、一九二四年に『ザフラー
al-Zahrāʼ 』を創刊し、
一九二六年から『ファトフ』の発行を始めた。　『ファトフ』と『マナール』は、主筆がエジプトに移住したシリア出身者である点で共通しており、主義や立場も近い。ただし、ハティーブ リダーは、師事した人物が異
なることもあり、個人的な関係はそれほど親密でなかったとされ
る
）11
（
。また、 『マナール』と『ファトフ』には、以下
のよう 性格の違いがあった。すなわち、前者は、近代主義的な宗教指導者を主な対象とし、イスラーム世界の改革を担うエリートの育成 目指した。これに対し、後者は、反西洋的な論調で政治的な問題を中心に扱い、イスラーム世界の情報を幅広い読者に伝えることに関心を示した。さらに、 『ファトフ』は、一九二〇年代後半以降にカイロで結成されたイスラーム団体と直接 関係 持ってい
た
）11
（
。
ハティーブはとりわけ一九二七年に結 されたムスリム青年協会
Jam
ʻīyat al-Shubbān al-M
uslim
īn
の代弁者であり、
『ファトフ』もこの団体の雑誌と見做されていた［
G
ershoni 
and Jankow
ski 1995, pp. 74,80 ］ 。
　『ファトフ』は、 『マナール』と同じように、アラブ地域だけでなくインド、中国、東南アジアなどイスラーム世界の周縁地域にも流通し、それらの地域の読者が執筆した記事が数多く掲載され
た
）11
（
。アラブ地域の著名な寄稿者として
は、リダーやアルスラーンに加え、ムスリム同胞団 創設者ハサン・アル
 =  バンナー
Ḥ
asan al-B
annā （一九〇六～
四九）やエルサレムのムフティー（ファトワーを出す資格を持つ法学者） 、アミーン・アル
 =  フサイニー
A
m
īn al-
Ḥ
usaynī （一八九三・九五・九七～一九七四）などがあげら
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れる。周縁地域からは、以下で見る東南アジアのムスリムの他にも、中国人ムスリムの海維諒（アラビア語名はバドルッディーン
B
adr al-D
īn ） （一九一二～？）や馬堅（ア
ラビア語名はムハ マド・マキーン
M
uḥam
m
ad M
akīn ）
（一九〇六～一九七八）らがしばしば論説を書いた。　『ファトフ』における東南アジアのムスリムによる最初の記事は、一九二七年に掲載されたアブドゥッラー・ビン・ヌフ
A
bdullah bin N
uh （一九〇五～一九八七）によるハ
ティーブに宛てた質問であ
る
）11
（
。ビン・ヌフは、西ジャワの
チアンジュル出身で、この記事を書いた当時カイロに留学していた。彼は、 オランダ人東洋学者スヌック・フルフローニェの論説を読み、その中の以下 主張についてハティブに意見を求めた。すなわち イスラームは女性を隷属させる宗教であり、女性の権利を侵害しているというもの、そして、 汎イスラーム主義 （
al-jām
iʻa al-Islām
īya ） の紐帯は、
個別の民族のナショナリズム 興隆によって消滅しようとしているというものの二点である。　
ハティーブは、ビン・ヌフへの返答において、スヌッ
ク・フルフローニェの主張に反駁を加えている。まず、女性をめぐる議論などムスリムの家族生活に生じている混乱は、一般大衆の無知や近代化がもたらしたものであって、本来のイスラームとは関係がない。 ンドネシア 女性が
男性に隷属しているのであれば、その責任はイスラームではなく、オランダ植民地政庁に帰するべきである。また、スヌック・フルフローニェらヨーロッパ人 考え 汎イスラーム主義は 誤った理解に基づいた、彼らの想像の中にだけ存在するものである。 真の汎イスラーム主義の紐帯は、消滅するどころかますます強固になっており ナショナリズムに取って代わられることなどな 。むしろナショナリズム運動は、 「イスラームの民衆間の文化的紐帯（
raw
ābiṭ 
adabīya bayna al-shuʻūb al-Islām
īya ） 」を伴うことによって
のみ成功が期待され のである。　
一九三〇年代に入ると、 『ファトフ』には東南アジア関
係の記事が定期的に掲載され ように る。廃刊になる一九四八年までの間 た東南アジア関係の記事は二〇〇件余りで、その大半はインドネシアに関 るものであ
る
）11
（
。 『マナール』と比べても多数の東南アジア関係の記
事が掲載された要因として、 『ファトフ』が週刊であり発行頻度が高かったことがあげられる。掲載された記事の種類としては、東南アジアで起きた出来事を伝え 短い報道記事が多数を占める一方、ファトワーは少な
い
）11
（
。 『マナー
ル』に掲載された東南アジア関係 記事 部分が ァトワーで、報道記事が少ないのとは対照的 ある。このことは、 宗教的な問題により強 関心を持った『マナール』と
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イスラーム世界の政治的な情報を伝えることを重視した『ファトフ』の性格の違いを反映している。さらに、 『ファトフ』には、講演の記録や詩や短編小説といった文学作品も掲載されてい
る
）11
（
。
　
ハティーブは、 「インドネシアの町で『ファトフ』の購
読者がいないところ 見つからない」とまで述べている［Jundī 1986, p.20 ］ 。実際に東南アジアでどれほどの部数
が講読されて たのかを知ることは困難であるが、この雑誌が東南アジアの中でも特にインドネシアで広く読まれ、影響力を持っていたことは確かである。こ 雑誌の影響力を危惧したオランダ植民地政庁は、一九三一年一一月初旬から少なくとも一九三二年二月終わりまでインドネシアへの持ち込みの禁止 試み
る
）11
（
。 『ファトフ』の側にとっ
てもインドネシアの購読者は無視できる のではなかった。一九四〇年五月にオランダがドイツによって占領されると、 『ファトフ』はインドネシアの購読者に向け 告知を掲載し、オランダの通貨が銀行で両替が なくなったので、郵便為替以外で購読料を支払わないよう求め
た
）11
（
。
　東南アジア側の寄稿者・情報源　
それでは、 『ファトフ』に寄稿した東南アジアのムスリ
ムについて見ていこう。名前と経歴が判明する限り、 『マ
ナール』と同じく、 アラブ系住民とアラブ地域への留学生・留学経験者がこの雑誌に多くの記事を執筆している。さらに、いくつかの報道記事では、東南アジアの定期刊行物などが情報源としてあげられている点にも着目したい。アラブ系住民　
東南アジアのアラブ系住民からの寄稿としては、
一九三〇年代前半までは『マナール』と同じくアラウィーたちからものが目立つ。一九二七年にバタヴィアで結成されたアラウィーたちを代表する団体、アラウィー連盟
al-
R
ābiṭa al-ʻA
law
īya
の活動を伝える記事がしばしば掲載され
た
）1（
（
。 『ムアイヤド』の寄稿者であったアリー・ビン・シハー
ブも、一九三〇年に『ファトフ』 論説を送り、オランダ植民地政庁によるムスリムに対する抑圧を批判してい
る
）11
（
。
その一方、一九三〇年代半ば頃にな と、アラウィー以外の東南アジアのアラブ系住民が執筆した記事も増えるようになる。頻繁に寄稿した人物としてあげられるのは以下の三名であり、 いずれも 『マナール』 へ 寄稿は確認 きない。　
まず一人目は、ウマル・ナージー
ʻU
m
ar bin Sulaym
ān 
N
ājī である。ナージーは、東南アジアのアラブ人コミュニ
ティの中でアラウィーたちと対立関係にあったイルシャード
al-Irshād
という団体に所属していた。二〇世紀初頭、
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東南アジアのアラブ系住民の間ではアラブ地域のイスラーム改革主義の影響を受けたグループがあらわれ、すべての信徒の平等という観点から血統に基づいた ウィーたちの特権的な地位を否定するようになった。彼らが一九一四年にバタヴィアで、スーダン出身のウラマー、アフマド・スールカティー
A
ḥm
ad Sūrkatī （一八七五／七六～
一九四三）を指導者に迎えて結成した がイルシャードである。イルシャードは、特にイスラーム教育の改革に取り組み、インドネシア各地にマドラサを開設した。ナージは、スールカティーが教鞭を執ったイルシャ ド バタヴィア校の第 期の卒業生で、教育者・ ャーナリストとして活躍し
た
）11
（
。
　
ナージーが『ファトフ』に執筆した最初の記事は、ア
ラウィーたちとの論争に関するものであ
る
）11
（
。この論争は、
リダーやアルスラーンらが仲裁を試みたこともあって一九三〇年代半ばには概ね沈静化していた［
Yam
aguchi 
2012, pp. 62-63 ］ 。ところが、 ハティーブは、 一九三六年に、
東南アジアのアラブ人コミュニティで争点となった「サイイド（
sayyid,  「主人」の意） 」というラカブ（
laqab,  尊称）
の適用に関する論説を『ファトフ』で発表し
た
）11
（
。彼はその
中で、このラカブは預言者ムハンマドの子孫のみに用いるべきとするアラウィー側の立場を支持する見解を示した。
これに対し、ナージーは、 『ファトフ』に送った論説において反論を加え、イルシャードの立場を説明している。　
だが、ナージーは、これ以降寄稿した記事では、東南ア
ジアのアラブ人コミュニティ内の論争についてはもはや取り上げていない。彼はアラブ主義的な傾向を見せ おり、アラブ地域に係る問題に関心を向けている。一九三八年の論説では、日中戦争において中国側が主要都市を失ったことを引き合いに出しながら、アラブ地域のアラブ人が分裂した状況に危機感を示し、団結の必要を訴えてい
る
）11
（
。その
翌年には、その年に収束 、パレスチナ側に大きな損害を出したアラブ大反乱に関する論説を執筆し
た
）11
（
。
　
残り二人のアラブ系住民の寄稿者は いずれもインドネ
シア生まれであるが、若い時期に ラブ地域 渡り その後長い年月をエジプトで過ごしたハドラミーである。その一人、サラーフ・ ル
 =  バクリー
Ṣalāḥ ‘A
bd al-Q
ādir al-
B
akrī は、ナージーと同じくイルシャードのバタヴィア校
を卒業した後 一九三一年にカイロ 留学した。彼はそのままエジプトを活動の拠点としながら ハド マウトやマッカ、さらには一時期オランダ も滞在した。バクリーは、エジプトで教育関係の職に携わる傍ら ラや東南アジアのアラブ人コミュニティに関する歴史書を著し
た
）11
（
。
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東南アジアのハドラミーの間では、一九二〇年代後半以
降になると、後進的な状況にあったハドラマウトの改革を求める議論が活発になっていた［
M
obini-K
esheh 1999, 
chap.6 ］ 。バクリーもハドラマウトに強い帰属意識を持っ
ていたことは『ファトフ』に掲載された記事からうかがえる。一九三四年、カイロのジャマーア・アッ
 =  タアールフ・
アル
 =  イスラーミー
Jam
āʻa al-Taʻāruf al-Islām
ī （ 「イスラー
ム親睦グループ」 ）というハティーブが設立し 団体で、バクリーは講演を行った。その内容は、ハドラマウトの歴史や社会状況を紹介するものであり、その記録は『ファトフ』に掲載され
た
）11
（
。彼は一九三六年にも、ハドラマウトの
改革や発展の必要性 訴える二本 論説を『ファトフ』に寄稿してい
る
）11
（
。
　
インドネシアで生まれアラブ地域で活躍したもう一人
のハドラミーは、アリー・バーカスィール
ʻA
lī A
ḥm
ad B
ā 
K
athīr （一九一〇～一九六九）であ
る
）1（
（
。バーカスィールは
東ジャワのス バヤに生まれ、その地でイルシャードが開設した学校で学んだ。彼 一〇歳になると教育のために父親とともにハドラマウトに渡り、サイウ ンのおじのもとに預けられた。バーカスィールは、その都市で新たに開設されたイスラーム 校、ナフダ・イルミーヤ学院M
adrasat al-N
ahḍa al-ʻIlm
īya
に通い、卒業後は若くしてこ
の学校の運営を委ねられた。バーカスィールは一九三四年にカイロに移住し、その地で数多くの詩・戯曲・小説を著し、アラブ文学界に名を残した。　
バーカスィールは、カイロに移る以前から『ファトフ』
の主筆ハティー と交流を持ってい 彼はカイロのイスラーム改革主義運動に傾倒し、ハドラマウトにいる時にリダーやハティーブと手紙のやり取り 始め ハティーブはバーカスィールの文才を高く評価 彼が最初に書 た戯曲、 『フマーム、もしくは砂丘 都 て』を自身の出版社から発行してい
る
）11
（
。この戯曲はハドラマウトを舞台と
し、その伝統的な社会を批判的 描いたものである。ただし、バーカスィールは、ハドラマウトやアラブ地域だけでなくインドネシアへの関心も持ち続けた。 『ファトフ には、インドネシアのナショナリズム運動の指導者 一人、ストモ
Soetom
o （一八八八～一九三八）を称える彼の詩が二度
掲載されている。最初の詩 、一九三六年にストモがカイロを訪れた際に、ムスリム青年協会で開かれた歓迎の催しで詠まれたものであ 第二 八が亡くなった時にバーカスィールが『ファト 』に寄稿した
）11
（
。
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アラブ地域への留学生・留学経験者　『ファトフ』に多くの記事を執筆したアラブ地域への留学生・留学経験者としては、まず次の二人があげられる。彼らも、上で見た三名のアラブ系住民と同じく、 『マナール』への寄稿は認められない。その一人は、東南アジアのムスリムとしてこの雑誌に最初の記事を執筆したビン・ヌフであ
る
）11
（
。彼はチアンジュルのウラマーの家に生まれ、幼
少の時期にマッカに渡り、そこで二年間過ごした。インドネシアに帰国後、まずチアンジュルの父親のマドラサで学び、 次いで一九一八年にプカロンガンに移っ 前述のビン・ハーシムが教鞭を執るシャマーイル・アル
 =  フダーに入
学した。これ以降、ビン・ヌフはビン・ハーシムに師事し、彼と行動を共にするようになる。一九二二年にビン・ハーシムに従ってスラバヤに赴き、ハドラマウト スホールで学ぶとともに教育にも携わった。 ラバヤでは、 『 ドラマウト』の編集も手伝ったとされる。 九二六年 ビ ・ヌフはビン・ハーシムやハドラマウト・ ホールの他の生とともにカイロ 赴き、アズハルで二年間学んだ。　
ビン・ヌフは、インドネシアに戻ってからも『ファトフ』
に記事を送り続けた。彼はこの雑誌に最も多くの寄稿をした東南アジアのムスリムであり、その内容は多岐に渡ってい
る
）11
（
。一九三一年の論説では、再びナショナリズムの問題
を取り上げ、インドネシアにおけるイスラーム勢力と世俗的ナショナリストの対立について報告し
た
）11
（
。一九二〇年代
末以降のインドネシアでは、両グループが独立運動のイデオロギー めぐって激しく争っていた［
N
oer 1973, pp. 
251-258 ］ 。この問題はアラブ地域でも大きな関心を呼び、
ハティーブやアルスラーンが世俗的ナショナリズムを批判する論説を執筆してい
る
）11
（
。ビン・ヌフは、他の記事では、
汎イスラーム主義やアラブ主義について論じたり、イスラーム文明を高く評価するヨーロッパ人の見解を紹介したりしてい
る
）11
（
。さらに彼は、詩など文学作品も多く著してお
り、いくつかの短い小説を『ファトフ』で発表してい
る
）11
（
。
　
アラブ地域に留学した東南アジアのムスリムでは、ア
ブドゥル・カハル・ ザッキル
A
bdul K
ahar M
uzakkir
（一九〇八～一九七三）も、 『ファトフ』と緊密な関係を持ってい
た
）11
（
。カハル・ムザッキルは、一九三〇年代末から改
革派のイスラーム団体、ムハマディヤ
M
uham
m
adiyah
で
活動し、日本軍政期以降はイスラーム高等教育の発展に貢献した人物であ
る
）1（
（
。彼は中部ジャワのコタグデでウラマー
の家系に生まれた。その地のム マディヤの小学校に第二学年まで通った後 スラカルタ マンバア・アルウM
anbaʻ al-U
lum
とプサントレン・ジャムサレン
Pesantren 
Jam
saren 、さらに東ジャワのトレマスのプサントレン・ト
－  134  －－  135  －
アラブ地域の定期刊行物が構築するネットワークと東南アジアのムスリムの仲介者（山口）
レマス
Pesantren Trem
as
で学ん
だ
）11
（
。一九二五年、一六歳
の時にカハル・ムザッキルはカイロに行き、二八歳までの一二年間を過ごした。彼は、ダール・アル
 =  ウルームで
イスラーム法、教育学、アラビア語とヘブライ語を修めた。　
カハル・ムザッキルはカイロにおいて、ジャムイー
ヤ・ハ リーヤ・ジャーウィーヤ
al-Jam
ʻīya al-K
hayrīya 
al-Jāw
īya （ジャーワの慈善協会） 、大インドネシア協会
Perhim
punan Indonesia R
aya 、ムスリム青年協会といっ
た団体に参加したことが知られている［
N
akam
ura 1977, 
p.2 ］ 。これらのうち、ジャムイーヤ・ハイリーヤ・ジャーウィーヤは東南アジア出身の留学生、大インドネシア協会はインドネシア出身の留学生によって結成された団体である
）11
（
。カハル・ムザッキルは、ジャムイーヤ・ハイリー
ヤ・ジャーウィーヤで第一書記を務めていた際に、この団体の活動を『ファトフ』 紹介してい
る
）11
（
。 『ファトフ』の
記事からは、彼がこれらの他にもいくつかのカイロの団体に係わっていたことが分かる。一九三二年に、イスラーム善導協会
Jam
ʻīya al-H
idāya al-Islām
īya
が開いたエジプトに
滞在している世界各地のムスリムの学生の親睦会で、カハル・ムザッキルが講演を行ったことが報じられてい
る
）11
（
。
一九三四年には、 バクリーと同じくジャマーア・アッ
 =  タアー
ルフ・ア
 =  イスラーミーでインドネシアのイスラームにつ
いて話をし、その内容が『ファトフ』に掲載され
た
）11
（
。
　
ただし、カハル・ムザッキルは、インドネシアに戻った
後は『ファトフ』に寄稿をしていない。彼は帰国後ムハマディヤで若手の中心的人物として要職を担い、一九三八年にムハマディヤやプルシス
Persis （
Persatuan Islam
, イス
ラーム統一協会）のメンバーが結成 たインドネシア・イスラーム党
Partai Islam
 Indonesia
でも委員を務めた［
N
oer 
1973, pp. 158-159; N
akam
ura 1977, p.2 ］ 。カハル・ムザッ
キルと異なり、カイロから帰国後も『ファトフ』に寄稿を続けたヌフや『マナール』に多く 記事を執筆したバスユニ・イムランは、インドネシアの主要なイスラーム団体で大きな役割を果たしていない。東南アジアの現地ムスリムの指導的人物がほ んど寄稿しないということは、 『マナール』だけで く『ファトフ』につ ても言える。　
なお、アラブ地域への留学生・留学経験者としては バ
スユニ・イムランも、一九三〇年代後半以降に『ファトフ』にいくつかの論説を書いている。それらの中で彼が主に論じているのは、アラビア語をめぐる問題である。彼は以前からこの問題に強い関心 示し おり、 一九二八年に マナール』において、非 ブ人がアラビア語を学ぶ義務及びクルアーン ムラユ語など他の言語への翻訳の是非 関して、リダーにファトワーを求めてい
た
）11
（
。一九三〇年代後
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半には、 『ファトフ』でも、クルアーンのアラビア語の翻訳の是非やイスラームにおける正則アラビア語の位置づけが議論となっ
た
）11
（
。バスユニ・イムランは、リダーの見解に
従って、クルアーンを他の言語に完全に翻訳することが不可能であるこ や、ムスリムの共通語としての正則アラビア語の重要性を唱えた。彼は、インドネシアが独立を宣言した後の一九四八年にも クルアーンの翻訳に関する論説を『ファトフ』に送ってい
る
）11
（
。
その他の情報源　『ファトフ』に掲載された東南アジアの出来事や事件を伝える報道記事には、執筆者は明記されていないが、東南アジアで発行された定期刊行物などが情報源としてあげられているものがある。そのような情報源とし 目立つのが、東南アジアでアラブ系住民によって編集・発行されたアラビア語の定期刊行物である。それら 記事では、東南アジアのアラブ人コミュニティだけでなく、現地ムスリムの活動も報じられている。一九二七年 掲載された中部ジャワ、ジョグジャカルタのムハマディヤの学校に関する記事は、同地発行 雑誌『ムハマディヤの鏡
M
irʼāt 
M
uḥam
m
adīya 』の記述に基づいてい
る
）11
（
。これは、ムハマ
ディヤによって発行された月刊誌で、ムハン ド・アリー・
クドゥス
M
uham
m
ad ‘A
li Q
oedoes （一九四三年没）という
東南アジアに起源を持つマッカ出身者が編集を務め
た
）1（
（
。ま
た、いずれもアラウィー系の定期刊行物であるスラバヤ発行の『ハドラマウト』とバタヴィア発行の『ラービタ
al-
Rābiṭa 』 も、 いくつかの記事で情報源としてあげられている。
例えば、一九三一年に掲載されたヨング・イスラミ テン・ボンド
Jong Islam
ieten B
ond
の大会とイスラーム系の日刊
紙『ムスティカ
M
ustika 』の創刊に関する記事は、それぞ
れ『ラービタ』と『ハドラマウト』が情報源であ
る
）11
（
。
　
なお、 『マナール』でも、一九二五年に、西ジャワのバ
イテンゾルフ（現ボゴール）で発行されたアラビア語 週刊誌『ウィファーク
al-W
ifāq 』に基づいて、オランダ植民
地政庁によるムスリムの宗教儀礼に対する抑圧に関する記事が掲載され
た
）11
（
。東南アジアで発行されたアラビア語定期
刊行物はアラブ地域にも流通し、東南アジアに関する情報を伝える役割を果たしていたことが分かる。　
もう一つ注目したい点は、数は少ないものの、東南アジ
アで発行されたアラビア語以外の定期刊行物なども情報源としてあげられていることであ 。一九三三年に掲載されたアラブ人コミュニティ内の対立を伝える記事は、スラバヤ発行の華人系のインドネシ 語紙 シン・ティト・ポSin Tit Po 』 に基づいたものであ
る
）11
（
。また、 一九三四年のジャ
－  136  －－  137  －
アラブ地域の定期刊行物が構築するネットワークと東南アジアのムスリムの仲介者（山口）
ワの王族のマッカへの遊学についての記事の情報源は、バタヴィア発行 オランダ語日刊紙『ヤーファー・ボーデJava B
ode 』であ
る
）11
（
。さらに、オランダ領東インド軍のオ
ランダ人指揮官が飛行機の墜落によって死亡したことを伝える一九四一年 記事は、 ジオ・バタヴィアの放送から情報を得てい
た
）11
（
。カイロにいる一般のアラブ人がインドネ
シア語やオ 語を理解できたとは考えられず、 『ファトフ』やハティーブと近しい東南アジア出身 留 生が編集に協力していたものと推察される。おわりに　
以上、 『マナール』と比較しながら、 『ファトフ』におけ
る東南アジア側の寄稿者・情報源について検討してきた。まず指摘できるのは、いずれの雑誌 お も、アラブ系住民とアラブ地域への留学生・留学経験者からの寄稿が多いことである。さらに、東南アジア関係の記事で情報源としてしばしばあげられている東南アジアのアラビア語 定期刊行物も、アラブ系住民 よって編集・発行されたものである。また、おそらくカイロに滞在する留学生は、東南アジアで発 されたインドネシア語やオランダ語 定期刊行物などの情報を『ファトフ』に提供していたと考えられ
る。これら二つの高いアラビア語能力を持つグループは、インド洋海上交通で蒸気船が普及し、東南アジアとアラブ地域の間の交流が活発になったことで増加した。アラブ地域の定期刊行物による東南アジアとの間のネットワークは、近代において広域的なコミュニケーションを促進したもう一つ 科学技術である蒸気機関によって、さらに強固なものとなっていった であ 。　
ただし、ここで見過ごすべきではないのは、 『マナール』
でも『ファトフ』でも、主要なイスラーム団体に属する現地ムスリムの指導的人物から 寄稿がほとんど見られない点である。カイロ留学中は『ファトフ』と緊密な関係を持ちながら、インドネシアに帰国後ムハマディヤの主要なメンバーになると寄稿が見られ くなるカハル・ムザッキルは、このことを顕著に示している。したが て、東南アジアのムスリムの間では、現地ムスリムの指導的人物は東南アジア内の問題に専心し、アラブ系住民とアラブ地域への留学生・留学経験者 一部がアラブ地域 の間 仲介者に特化した役割を担っていたものと考えられる。　
もちろん、 これらの指摘については、 『マナール』と『ファ
トフ』以外の東南 ジアに流入したアラブ地域の定期刊行物も検討していく必要がある。これら二つの雑誌で東南アジアのムスリムの頻繁な寄稿者がほとんど重複しないこと
－  136  －－  137  －
史苑（第七九巻第一号）
に鑑みれば、他の定期刊行物ではまた異なる人物が記事を執筆していた可能性がある。また、本稿ではアラブ地域の定期刊行物における東南アジア側の寄稿者や情報源のみについて論じたが、それらの定期刊行物が東南アジアのイスラーム運動に及ぼした影響についても検証しなければ らない。現地ムスリムの指導的人物からの寄稿 ほとんどないとはいえ、東南アジア関系の記事 多さやオランダ植民地政庁の『ファトフ』への警戒を考慮すれば、その影響力を過小評価すべきではないだろう。 これら 点に関しては、稿を改めて論じることにしたい。
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a-H
ayāt al-
U
sra, al-Q
aw
m
īyāt w
a-l-Jām
iʻa al-Islām
īya, M
u
staq
b
al al-
Islām
,” al-Fatḥ
32 (January 20, 1927): pp. 1-4.
（
36）東南アジア関係の記事という定義には困難が伴う。 『ファトフ』には、他の地域について論じる中で東南アジアに言及している記事や、執筆者 東南 ジア出身である アブ地域に移住し、内容も東南アジアと関係のない記事も掲載されている。
（
37）管見の限りでは、ファトワーとして掲載された は、ザ
カート （
zakāt,  義務の喜捨）とタルキーン （
talqīn, 葬儀の際に
イスラーム教義を死者に読み上げる慣習）に関する二つのみである。
“Suʼālān fī al-Zakāt,” al-Fatḥ 190 (M
arch 13, 1930): 
p. 5; “Jaw
āb Suʼālayn fī al-Zakāt,” al-Fatḥ 202 (June 5, 1930): 
p
. 1
4
; “Talqīn
 al-M
ayyit baʻd
a D
afn
-hu,” al-Fatḥ 249 (May 7, 
1931): p. 7. その他に、東南アジアのムスリムからは、前述
のビン・ヌフの質問のように、政治的・社会的な見解を求める記事も送られている。
（
38）講演 記録を書いたのが講演者本人でない可能性も充分に考えられるが、本稿では講演者を執筆者と扱うことにする。
（
39）
“Li-m
ādhā M
uniʻa al-Fatḥ ʻan Jāw
a: A
l-M
uʼtam
ar al-T
hānī li-
al-Lajn
a al-Islām
īya fī In
d
n
ūsiyā, M
aqāla Jad
īd
a li-al-U
stād
h 
Snūk H
ūrghrūnja,” al-Fatḥ 288 (February 26, 1932): p. 7. この
論説によれば、 『ファトフ』の持ち込みが禁止された直接の契機は、インドネシアで起きたイタリアによ リビアのトリポリ侵攻 対す 抗議行動であった。この抗議行動への参加者は、 『ファトフ』からリビアにおける情報を得ていたとされる。
（
40）
“Ilā m
ushtarikī al-Fatḥ fī Indūnisiyā,” al-Fatḥ 707 (May 23, 
1940): p. 15.
（
41）例えば、
“A
l-R
ābiṭa al-ʻA
law
īya fī Jāw
a,” al-Fatḥ 222 (O
ctober 
2
4
, 1
9
3
0
): p
. 1
0
; “1
0
0
 Ju
n
ayh
 li-M
u
slim
ī F
ilasṭīn
 m
in
 al-
M
uslim
īn fī Jāw
a,” al-Fatḥ 185 (February 6, 1930): p.13 があげ
られる。
（
42）
“K
ull-hum
 Saw
āʼ: Q
ānūn li-G
hayr al-M
uslim
īn w
a-Q
ānūn li-
l-M
uslim
īn,” al-Fatḥ 227 (N
ovem
ber 27, 1930): p. 3.
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（
43）ナージーの経歴に関しては、
N
ājī ［n.d., pp. 120, 126
］ 、
A
nw
ār ［
1943, pp. 299-300 ］を参照せよ。
（
44）
“A
lqāb al-Sharaf fī al-Islām
,” al-Fatḥ 491 (A
pril 2, 1936): pp. 
1
8
-2
1
. ナージーが主に論じているのは、 「サイイド （
sayyid
, 
「主人」の意） 」というラカブ （
laqab,  尊称）の適用の問題で
ある。このラカブは、従来は預言者の子孫にのみ用いられてきたが、イルシャードは、一九三一年にこのラカブを男性の一般的な敬称とすることを決定し、アラウィー側は反発していた［
Yam
aguchi 2012, pp. 53-56 ］
（
45）
“A
l-Sayyid…
,” al-Fatḥ 480 (January 16, 1936): p. 12.
（
46）
“K
ayfa Tafqid al-U
m
am
 A
w
ṭān-hā,” al-Fatḥ 631 (D
ecem
ber 9, 
1938): pp. 6-7.
（
47）
“N
akba Filasṭīn: Yurīd A
llāh bi-hā K
hayr lil-M
uslim
īn,” al-Fatḥ 
639 (February 3, 1939): pp. 6-7.
（
48）バクリーの経歴に関し は、
Serjeant ［
1
9
6
2
, p
p
. 2
4
9
-
250 ］ 、
B
akrī ［1992, p. 177 ］に基づく。彼の著作の中でも最
も有名なのが、 『ハドラマウト政治史
Tārīkh Ḥ
aḍram
aw
t al-
Siyāsī 』である［
B
akrī 1935-1936 ］ 。
（
49）
“Ḥ
aḍram
w
t (al-A
ḥqāf) [1],” al-Fatḥ 415 (O
ctober 5, 1934): 
pp. 18-19,23; “Ḥ
aḍram
w
t (al-A
ḥqāf) 2,” al-Fatḥ 416 (O
ctober 
1
1
, 19
3
4
): p
p
. 2
0-22; “Ḥ
aḍ
ram
w
t (al-A
ḥqāf) 3,” al-Fatḥ 417 
(O
ctober 18, 1934): pp. 20-21; “Ḥ
aḍram
w
t (al-A
ḥqāf) 4,” al-
Fatḥ 419 (N
ovem
ber 1, 1934): pp. 20-22. ジャマーア・アッ
 = 
タアールフ・アル
 =  イスラーミーは、世界中のムスリムの
相互理解を深める目的で一九三四年初めに設立され、事務局は 『ファト 』の事務所に置かれた［
C
hen 2018, pp. 131-
132 ］ 。
（
50）
“Ḥ
aḍ
ram
aw
t Tataḥ
affaz li-l-N
u
h
ū
ḍ
,” al-Fatḥ 507 (July 23, 
1
9
3
6
): p
p
. 1
2
-1
3
; “Ḥ
aḍ
ram
aw
t: K
u
ll-n
ā li-l-W
aṭan
,” al-Fatḥ 
508 (July 30, 1936): p. 5.
（
51）バーカスィールの経歴については、
Freitag ［1997 ］ 、
Ḥ
am
īd ［n.d. ］を参照。
（
52） 「砂丘
al-A
ḥqāf 」とはクルアーン四六章の名前で、ここで
はハドラマウトのことを意味する。バーカスィールのこの戯曲については、
Freitag ［1997 ］で論じられている。
（
53）
“Taḥ
īya al-D
u
ktū
r Sū
tū
m
ū
,” al-Fatḥ 5
1
4
 (Sep
tem
b
er 1
1
, 
1936): pp. 6-7; “D
hikrā Sutūm
ū,” al-Fatḥ 611 (July 21, 1938): 
pp. 16-17
（
54）アブドゥッラー・ビン・ヌフの経歴については、
A
n
ton
io 
and Team
 Tazkia ［2015 ］に基づく。
（
55） 『ファトフ』が発行されて一〇年が過ぎた一九三七年に、ビン・ヌフは 『ファトフ』に関係する人物 して写真付きで紹介されている。
“ʻA
bd A
llāh bin N
ūḥ al-Indnūsī,”al-Fatḥ 551 
(M
ay 28, 1937): p. 31.
（
56）
“A
l-Islām
 fī Indnūsiyā: N
iḍāl bayna al-Ḥ
arakat al-D
īnīya w
a-
l-W
aṭanīya al-M
ujarrada, Taqahqur al-M
alāḥida am
ām
a Jaysh 
al-Islām
,” al-Fatḥ 241 (M
arch 5, 1931): pp. 8-9.
（
57）ハティーブとアルスラーンの論説として 、例えばそれぞれ以下のものがあげら る。
“A
l-Ḥ
arakāt al-W
aṭanīya fī al-
Sharq al-Islām
īya : w
a-M
aw
āṭin
 al-Zalal fī R
asm
 M
an
āhij-hā: 
K
alim
at Ikhlāṣ li-Zuʻam
āʼ al-A
ḥzāb al-Siyāsīya bi-M
un
āsabat 
M
ā N
ash
arn
ā-h
u
 al-Yaw
m
a ʻan
 A
n
d
n
ū
siyā,” a
l-Fa
tḥ 228 
(D
ecem
b
er 4
, 1
9
3
0
): p
p
.1
-3
; “A
l-W
aṭan
īya al-Ilḥ
ād
īya al-
Fāsida,” al-Fatḥ 337 (February 5, 1931): pp. 1-2.
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（
58）汎イスラーム主義については、
“A
l-ʻĀ
lam
 al-Islām
ī W
aṭan 
W
āhid,” al-Fatḥ 402 (July 6, 1934): pp. 16-17 、アラブ主義に
関しては、
“A
l-Ittiḥāḍ al-ʻA
rabī w
a-l-W
aḥda al-ʻU
ẓm
ā,” al-Fatḥ 
510 (A
ugust 13, 1936): pp. 3-4 。ビン・ヌフが紹介したのは、
インドネシア生まれのオランダ人建築家で、イスラームに改宗したケマル・ヴォルフ・スフマーケル
K
em
al C. P. W
olff 
Schoem
aker
による著作である。スフマーケルは、インドネ
シアのイスラーム運動の指導的人物となるムハンマド・ナシル
M
oham
m
ad N
atsir
とともに『イスラーム文化
Cultuur 
Islam
』を執筆した。
“R
aʼy ʻĀ
lim
 G
harbī fī al-M
adanīya al-
Islām
īya,” al-Fatḥ 635 (January 5, 1939): pp. 10-11 。
（
59）例えば、
“Q
iṣṣa K
hayālīya: A
l-Q
arya al-Ṣāliḥa,” al-Fatḥ 565 
(Septem
ber 3, 1937): pp. 6-7 など。
（
60）カハル・ムザッキルの経歴につい
N
akam
ura ［1977 ］
で詳しく論じられている。
（
61）カハル・ムザッキルは、一九四五年七月にジャカルタで設立されたイスラーム高等機関
Sekolah T
inggi Islam
の開設
に携わった。後にこの学校はジョグジャカルタに移り、ンドネシア・イスラーム大学
U
n
iversitas Islam
 In
d
on
esia, 
U
II と名前を変える。彼は亡くなるまでそこで教鞭を執っ
た。さら 、彼はジョグジャカルタのイスラーム宗教大学
In
stitu
te A
gam
a Islam
 N
egeri, IA
IN
の設立にも関与した
［
N
akam
ura 1977, p.3 ］ 。
（
62）マンバア・アルウルムは、プンフ （
pen
ghulu, 宗教官吏）
の養成を目的に一九〇五年に設立され、インドネ アで最も古いマドラサ・タイプのイスラーム教育機関とされる。プサントレン・ジャムサレ は 一八世紀に設立され、スラ
カルタの王族や貴族が学んだ［
H
isyam
 2
0
0
0
, p
p
. 1
3
7
, 1
4
0
-
145 ］ 。
（
63）ジャムイーヤ・ハイリーヤ・ジャーウィーヤは一九二二年に結成された。正式名称は、 「ジャーワのアズハル学生のための慈善協会
al-Jam
‘īya al-K
hayrīya li-l-Ṭalaba al-A
zharīya al-
Jāw
īya 」であるが、略称で表記されることが多い。大インド
ネシア協会は、一九三三年にカイロで結成された団体で、オランダでインドネシアからの留学生が したインドネシア協会
Perhim
punan Indonesia の姉妹組織である。 カハル・
ムザッキルが最初 会長を務めた。
（
64）
“A
l-Jam
ʻīya al-K
hayrīya al-Jāw
īya,” al-Fatḥ 331 (February 10, 
1933): p. 14.
（
65）
“A
l-Ṭalaba al-Sharqīyūn fī D
ār al-H
idāya al-Islām
īya,” al-Fatḥ 
323 (D
ecem
ber 16, 1932): p. 4. 
（
66）
“A
l-Islām
 fī Indūnisiyā w
a-A
ḥw
āl M
uslim
ī-hā w
a-N
ahḍat-hum
 al-
Ḥ
adītha [1],” al-Fatḥ 406 (A
ugust 3, 1934): pp. 6-7; “A
l-Islām
 fī 
Indūnisiyā w
a-A
ḥw
āl M
uslim
ī-hā w
a-N
ahḍat-hum
 al-Ḥ
adītha 
[2
],” al-Fatḥ 4
0
7
 (A
u
gu
st 1
0
, 1
9
3
4
): p
p
. 1
6
-1
8
; “A
l-Islām
 fī 
Indūnisiyā w
a-A
ḥw
āl M
uslim
ī-hā w
a-N
ahḍat-hum
 al-Ḥ
adītha 
[3
],” al-Fatḥ 4
0
8
 (A
u
gu
st 1
7
, 1
9
3
4
): p
p
. 2
1
-2
3
; “A
l-Islām
 fī 
Indūnisiyā w
a-A
ḥw
āl M
uslim
ī-hā w
a-N
ahḍat-hum
 al-Ḥ
adītha 
[4],” al-Fatḥ 410 (A
ugust 31, 1934): pp. 18-19, 22; “A
l-Islām
 fī 
Indūnisiyā w
a-A
ḥw
āl M
uslim
ī-hā w
a-N
ahḍat-hum
 al-Ḥ
adītha 
[5],” al-Fatḥ 411 (A
ugust 7, Septem
ber, 1934): pp. 8-11.
（
67）
“A
ham
m
 M
ā Yajib ʻalā M
uslim
ī al-A
ʻājim
 m
in
 al-Lu
gha al-
ʻA
rabīya,” al-M
anār 29/9 (February 10, 1928): pp. 661-663.
（
68）
“A
l-K
haw
ḍ fī Ḥ
adīth Tarjam
at al-Q
urʼān,” al-Fatḥ 506 (July 17, 
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1936): pp. 6-7.
（
69）
“A
l-Lugha al-ʻA
rabīya al-Fuṣḥā H
iya Lughat al-Q
urʼān
 w
a-
H
iya Lu
gh
at al-Islām
,” al-Fatḥ 8
5
3
 (R
ab
īʻ al-T
h
ān
ī, A
H
1
3
6
7 
[February-M
arch 1948]): pp. 17-18.
（
70）
“M
ad
āris-n
ā,” “M
ad
rasat al-Jam
ʻīya al-M
u
ḥ
am
m
ad
īya fī 
Jukjākartā,” “M
adrasat al-M
uʻallim
īn fī Jukjākartā,” al-Fatḥ62 
(Sep
tem
b
er 1
5
, 1
9
2
7
): p
. 1
3
. “N
ash
r al-D
ʻw
a al-Islām
īya fī 
B
ilād
 Jāw
a,” Fatḥ
6
2
 (Sep
tem
ber 1
5
, 1
9
2
7
): p
. 1
5
; “Fī Jāw
a,” 
Fatḥ
90 (A
pril 5, 1928): p. 5.
（
71）ムハンマド・アリー・クドゥスは、東南アジアに起源を持ちマッカで活躍したウラマー、アブドゥルハミード・クドゥス
ʻA
bd al-Ḥ
am
īd Q
udus （一八六〇
／
六一・一八六三／六四
～一九一五／一六）の息子である。ムハンマド・アリー・クドゥ はインドネシアに渡り、ムハマディヤの学校の教師となった［
ʻA
bd al-Jabbār 1982, pp. 157-159; A
bū K
hayr 
1986, pp. 237-238 ］ 。ムハマディヤとの関係は不明だが、後
に彼は『ファトフ』において、東ジャワのマランで開設したイスラーム学校を、この雑誌にちなん ファトフ学院M
adrasa al-Fatḥ
と名づけたことを伝えている。
“M
adrasa al-
Fatḥ fī Jāw
a,” al-Fatḥ 287 (February 12, 1932): p. 5.
（
72）
“M
uʼtam
ar al-Shubbān al-M
uslim
īn fī Indnūsiyā,” al-Fatḥ 235 
(January 22, 1931): p. 10; “Jarīda Islām
īya fī Jāw
a,” al-Fatḥ 236 
(January 29, 1931): p. 5. ヨング・イスラミーテン・ボンドは、
ヨーロッパ教育を受けた学生によ て一九二五年に結成されたイスラーム団体である。
（
73）
“A
l-Islām
 fī Jāw
a: Iḍ
ṭih
ād
 H
ū
lan
d
ā la-h
u
,” al-M
an
ār 2
6
/6
 
(O
ctober 18, 1925): p. 480. 『ウィファーク』は、マッカ出身
のムハンマド・アル
 =  ファッターフ
M
uḥam
m
ad al-Fattāḥ
によって一九二三年に創刊された週刊誌で、アラビア語版とムラユ語版が存在する［
M
obini-K
esheh 1996, pp. 240-
241, 250 ］ 。
（
74）
“al-ʻA
law
īyū
n
 w
a-l-Irsh
ād
īyū
n
: M
aʻraka D
am
aw
īya, Q
atīl 
w
a-Jarḥā K
athīrūn,” al-Fatḥ 331 (February 10, 1933): p. 5.
（
75）
“A
m
īr Jāw
ā bi-M
akka,” al-Fatḥ 379 (January 11, 1934): p. 19.
（
76）
“M
aṣraʻ Q
āʼid Q
ūw
āt In
dūn
isiyā,” al-Fatḥ 775 (O
ctober 16, 
1941): p. 7.
（東洋文庫研究員）
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Periodicals of the Arab Region and Southeast Asian Mediators in its 
Network: In the Case of a Cairene Journal, al-Fatḥ
YAMAGUCHI, Motoki
Among the technologies that developed in the modern West, print 
promoted communication on a global scale. In the Muslim world, some Ara-
bic-language periodicals of the Arab region acquired wide readership, even 
in Southeast Asia. Among those periodicals read in Southeast Asia, previous 
studies have examined al-Manār (1898–1940), a famous Islamic reformist 
journal published in Cairo, almost exclusively. They have overlooked, however, 
the influx of many other periodicals of the Arab region into Southeast Asia. 
This article deals with a Cairene Islamic journal, al-Fatḥ (1926–1948), which 
was published by Muḥibb al-Dīn al-Khaṭīb. It examines its contributors and 
other information sources on the Southeast Asian side, comparing them with 
al-Manār. This article elucidates Southeast Asians who acted as mediators 
between the two regions in the network formed by periodicals of the Arab re-gion.
Al-Fatḥ published about 200 articles relating to Southeast Asia, even 
more than those of al-Manār. As for the contributors and information sources 
on the Southeast Asian side, we can point out two things; first, just like al-
Manār, two groups of Southeast Asians became deeply involved with this jour-
nal, that is to say, Southeast Asian Arabs and indigenous Muslims who studied 
or had studied in the Arab region, such as Makkah and Cairo. The numbers 
of both groups increased due to the widespread availability of steamships, 
another technological development of the modern era, in Indian Ocean traf-
fic. Second, we find few contributions from leading figures among Southeast 
Asian indigenous Muslims in al-Fatḥ as well as in al-Manār. Thus, it is suggest-
ed that, within the Southeast Asian Muslim community, leading indigenous 
figures dedicated themselves to internal affairs, while Arabs and some indig-
enous Muslims who stayed or had stayed in the Arab region played specific 
roles mediating between the two regions.
